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特 集 「絆」を深め、つなぐ、「兵庫の防災教育」の推進
−震災から30年　これからに向けて−

　震災後30年を経た今、震災ボランティア、EARTH等、これまでの取組や教訓
を改めて振り返るとともに、生命に対する畏敬の念や助け合い、ボランティア精
神等共生の心を育む「兵庫の防災教育」の更なる推進や、防災・減災・災害レジ
リエンスに向けた地域・関係機関等との連携体制充実への取組について考える。
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